
どのくらい，どこに，どのように」を意識して，環境を構成する。

・子どもが自分で、みつけた興味ある遊びが十分できるような，時間と場所を出来る限り保障していく 0

・「学級全員で伝え合う場」だけでなく，「自分でみつけた遊び」の中でも，適宜，「一緒に遊んでい

る子どもたちで伝え合う場」を設定する。

【教師のはたらきかけとして】

・子ども自身が，自分の願いに向かつて黙々と試行錯誤する姿を大切にし，見守り，見取るようにす

る0

・教師も子どもたちと一緒に遊んでおもしろさを共有したり，教師自身が試行錯誤しながら遊び，子

ども達に考えたり，工夫したりして遊ぶ楽しさを伝えたりする。

・子どもの思いに寄り添い，子どもの考えや気づきに共感したり，それらを認めたりする。

・「どうやったらできたの？」「不思議だなあ。」「00ちゃんはどう？Jなど，子ども自身が自分を振

り返ったり，考えを深めたりするような言葉がけをしていくことで，一人ひとりの子どもの考えを

しっかりととらえる。

・言葉にならない子どもの思いも子どもの遊びの姿からとらえ，一人ひとりの子どもをしっかりと見

取るよう努める。

②学級で共有する活動「伝え合う場」が，経験や学びをつむぐための場となるために

【環境の構成として】

・子どもの気もちの高まりや活動の節目など，タイミングをとらえて，「学級全員で伝え合う場」を

設定し，気持ちよく集まれるようにする。

・子どもの発達段階に合わせ，伝え合う時間の長さ，場所，隊形などを工夫する。

・「自分でみつけた遊び」の中でとらえた子どもの姿や思いをもとに，話題の精選を図る。

【教師のはたらきかけとして】

・子どもが自分のしたことやがんばったことに満足感がもてるように，結果のよさだけを認めるので

はなく，子どもが自分から遊びをみつけたことや願いをもって粘り強く取り組んだことなども認め

る。さらに，学級の友だちにも伝わるように認める。

・遊びゃ話し合いの中で生まれた発見や気づき・疑問を可視化していくことで，学級全体で共有でき

るようにする。

・子どもの思いや考えが，子どもの言葉だけでは伝わりにくい時には，教師が言葉を添えたり，具体

的に尋ねたりして，学級全体で共有していけるようにする。

・子どもの気づきに新しい課題を提案し，子どもが新たなめあてをもち，さらに探究心をもって遊び

に向かっていけるようにする。

4 成果と課題

子どもの思考力・判断力・表現力を育てていくための「伝え合う場」で，学びをつむいでいくために

は，一人ひとりの体験や気づきを学級みんなで共有し，学級全体の喜びゃ課題にすることが大切である

と考えて実践を行った。学び、をつむぐための「伝え合う場Jでのはたらきかけとしては，遊びで生まれ

た個の発見や疑問を可視化したり，子どもが遊びの中で考えた発想や試行錯誤した経過を掲示したりす

ることが有効であった。さらに，年長児においては，子ども達の疑問や考えを引き出し，それを整理，

追求させていくような教師の声かけをすることで，子どもの追求を持続させたり，発展させたりするこ

ともできた。今後は，一人ひとりの子どもの発達の特性や興昧関心の違いによって生まれる学びの内容

の違いをとらえ，一人ひとりの経験が認められ，生かされ，遊びのめあてを共有しながら追求する喜び

を感じられるような「伝え合う場」の構成の仕方について，さらに研究を進めていきたい。

（文責岡本里恵）

－4
3
ム一

一J
H
H

叶－一

三汐一時一実一
官
同
一

保一

遊びを通して自分で考え，伝え合う力を育む保育の展開

一 年 長5歳児土・泥・水にかかわる遊びから一

1 保育の構想

( 1）子どものとらえについて

本学級の子どもたちは，年少の時から園庭の環境に喜んでかかわり，いろいろな遊びを経験してきた。

特に，体を動かす遊びを好み，園庭での木登りや竹登りに加え，遊戯室でも巧技台や跳び箱等を使って

遊ぶ姿が多く見られた。さらに，年長や他クラスの友だちの遊びに触発され，新しい遊びに興味をもち，

遊びに入れてもらったり，やり方がわかると自分たちでもその遊びに取り組んだりするなど，様々な遊

びを生活の中に取り入れていった。そして，その中で，自分なりのやり方を見っけながら，「できるよ

うになりたい！」というめあてに向かつて，繰り返し取り組み，体を動かす心地よさを経験してきた。

進級してからは，土・泥・水の感触を楽しみながら砂場で遊んだり水浴び、をしたりすることに興味を

もち，その中で，自分の思いをもって使う道具を選んで，遊びの中で使うようになった。しかし，いろ

いろな遊びを試してみることは多いが，一つのことに集中し，継続して自分の願いを実現しようと試行

錯誤する姿はまだ見られなかった。

また，「学級で共有する活動Jの中の伝え合いの場では，自分の楽しかったことやうれしかったこと

を伝えることはできるが，友だちの思いや考えを聞いて受け止める姿勢はまだ十分に育っていないよう

に感じていた。その中で，経験してほしい遊び、について取り上げてもそのことに興味をもちにくく，た

だ黙って聞いているだけの子もおり，伝え合うことに気持ちを向けることができない様子が多く見られ

fこ。

そこで，興味のある土・泥・水にかかわる遊びの中で楽しさを味わい，その楽しさを伝え合いの場を

設けて友だちに伝えていくことで，この遊びがクラス全体に広がっていくことを願った。また，遊びが

広がっていくことで友だちと試行錯誤しながら遊ぶ楽しさも味わっていくことができればと考えた。

(2）本活動のねらいや内容と保育で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わりについて

保育では，遊びの中で「どうやったらいいの？」「こうしたらいいんだ！」などと，子どもたちなり

に友だちとともに試したり工夫したりする姿そのものが，思考し，判断し，表現する姿につながってい

くのではないかと考える。

そこで，この活動では，土・泥・水の性質に気づ、いたり生かしたりしながら，自分の願いを実現する

ために遊びに向かつてほしいと願っている。そのために，教師は 2つのねらいをもちながら，以下のよ

うな姿を育成していきたいと考えた。

《ねらい》

・自分の考えやめあてをもって，友だちと一緒に相談したり協力したりしながら遊ぶ0

・水と泥の感触を十分に味わいながら，心を開放しダイナミックに遊ぶ。

《期待する姿》

・繰り返し試したり工夫したりする姿。

・遊びの中で感じたことを表現していく姿。

・感じたことや考えや考えたことを出し合いながら問題を解決する姿。

また，子どもがより主体的に動くために 5歳児前半では，子どもたちが自分なりの発見や気づきを教

師や友だちに伝えようとすること，どんな思いをもっているのかを教師が引き出していき，関心をもっ

て受け止めていくことが，子どもがより主体的に動くことにつながっていく。そして， 5歳児後半では，

楽しいことだけではなく，困難に立ち向かったり，困り感を友だちと共有したりする場面に出会わせ，子

どもなりに問題を解決していこうと考えたり友だちと協力して考えたりするようにさせ， 11年間を見通

しながら，「思考力・判断力・表現力jの育ちにつなげていきたい。
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(3) 1 i年聞を見通した患者力。判断力＠表現力の育成に関する学び合う場面の構想山について

「自分でみつリた遊び」の後にヲ クラスみんなで友だちの遊びを聞いたり分かり合ったりする伝え

いの場を設定し自分の思いや考えを表現しラ伝えることを大切にしていく。またフ「自分、で、見つけF た

遊び」の中でもヲ気づいたことや感じたことを伝え合う時間を設定していき，友だちの思いに気づいた

り受け止めたりする経験を積み重ねていくことで，興味・関心を広げたり膨らませたりすることができ

ると考える。そのための伝え合いの場の構成を次のように構想し

左目官
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関する

ょうとし

らきかけAのは¥J ,l (T)、主
に3む／主可＠予想、される

たことを言葉で伝え合ったり，

ことでヲ子どもならではの表現屯認めたり広めたりしな

合いを大切に Lていきたい。そ Lて，子どもたちが出し合った考えを教師がつないでいくこ

とで，より一層D 遊びへのイメージが広がり，次の遊びへの意欲をもっきっかけとなると考える。また9

ども自身が自分のjJllぴを振り返ることができるように，「どうやったらできたの？」「なんでそう感じ

たの？」江どとヲ f')Ij1, ＼かけることでヲ考えをi架めるきっかけをつくってし、きたし、

での自ら間五重をみつけ，，売卒、決したり追求したりする力七こつながコてし：くことを申長って＼，、るつ

ちに

～夕

、一
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りすることを目指して取り組んでいた。泥だんごあそびを通して，多様な体験を積み重ねていくことでヲ

遊びを追求していこうとする姿勢が見られるようになってきた。

《自分でみつけた遊び》 6月四日の子どもの姿

園児D 「できん！だんごできん！」

T 「何で、出来んのだろう。どこで因ってるの？J
園児D 「なんかいもなんかいもつくるけどラすぐこわれるもんJ
T 「ほんとだね。どうして壊れちゃうんだろうね」

園児D 「Eちゃんといっしょなのにヲ Eちゃんのこわれんし。」

T 「そうだねo Eちゃんと一緒のところで作ってるのにね。」「何が違うん

園児D 「こないだはできたんだわ。まるいやっつくったもんO ね－ EちゃんoJ
T 「こないだ出来たときはどうやって作ったの？覚えてる？｜

園児D 「こうやって..こうやってoJ（作って見せてみるO 園児，Eも

園児D 「あっ！こないだより，みずがすくないかも。 Dちゃんのは？」

園児E 「みずいれて， もっとぎゅっぎゅっせんとできんよ。こうやって 6 ・RJ 
T 「Dちゃんの考えと Eちゃんの考えが合わさったらできるかな？」

園児D 「（やってみる） ＠＠・このやり方だわ！」

寸

ろう。」

3 保育の翼際

進級して新しい環境に慣れて一きた 5月末頃から，本学級の子どもたちは大好きな匡｜庭にかかわる遊び

を楽しむようになってきた。その中で，子どもたちは広い砂場を生かして思いきり遊びたいという願い

をもちながら，まさ土山にかかわり始めた。子どもたちはまさ土111を“ダム”や“温泉”とイメージし，

掘ったり水をかけたりしながら遊びを進めていた。そこで，教師は遊びが広がっていくように願いヲ

どものイメージに合うであろうと考えたトイやバケツなどを用意したりフ遊びやすくなるように砂場を

耕したり，大きなスコップを用意したりして，環境の構成を行った。

('I) ト口ト口 ねちゃねちゃ チョコレートできたよ！～少人数での伝え合i，～

初めは，数人がまさ士山で遊んで、いたがヲ伝え合いの場で、この活動を取り上げたことから，次第に10

人くらいがここで遊ぶようになった。子どもたちは同じ場で遊んでているのだが勺イメージはそれぞれ異

なっているようだったが，それぞれに弓水や泥にかかわりながら継続的に遊びに取り組む姿が見られて

に見ている〉、，fこD

この日は，園児Bが水をたくさん流してしまい，泥がぺちゃぺちゃしたことから，一部の子どもたち

のイメージはチョコレート工場に変化していった。その中で，子どもたちが積極的にイメージを伝え合

おうとする姿が見られていた。

「このっちがいいんだよ！ J

「いまからおだんごつくるよー！」

＞ザー

¥ 0:) 

」

7月］3日の｛云え合いの:Liるでの；子どもの

れんのだわ。みんなたすけてよ。」

くさカfあるけんで、しょ。みちょったも

日門

一一よ~ I 

園児Dは一回できた泥だんごができなくなったことにとても

を感じていた。しかし，教師が過去の経験を引き出すきっかけとなる

言葉をかけたことで，園児Dは次第に感覚を取り戻 L，自分なりにや

り方を試していった。またヮ友だちのやり万を見ながら，「こうする

といいかも！」と，友だちの考えを取り入れ，工夫することをみつけ

ることもできた。この姿から，子どもの思いを引き出したり司子ども

同士の考えを教師が関係づけたりしていくことで，子どもなりに考え9

自ら新しいやり方を発見していくことができると感じた。

この日，伝え合しhの場で園児Dの姿を取り上げたところ？子どもた

ちから泥だんご作りでの困っていることやわからないことなどがたく

さん出された。その臣、いを？；犯だんごをよく作っている子どもたち

受け止めラ｜じゃあ匂作り方を教えてあげるのんq やりたい人は集まっ

て」と，泥だんご作りを教えてあげようとする姿が見られた。困って

いる子も自分の思いを素直に表現していくことで，周りの子どもたち

の思いを受け止めたり関j心をもったりして9 遊びが広がり町深まっ

ていったのだと思う。その後も，泥だんご作りのやり方を教え合った

り新たな作り方を見つけたりする姿が継続して見られ

(3）築山をすべりたい！～一人の願いから生まれた新しL

本学級の子ど、もたちの願いとして， 6月より「築山を柑ってみたv,！」という思いがあった。しかし

ボー川ビニ一川使ってもなかなか滑ることがで、村子どもたちもあき M かげていた。そこで；

るようになるための一つのヒントとしーて拐遊びに関する絵本を国庭に置いておいたのその仁！ ヨ

に’「ど、ろんこすJ くり台」 ιJ写真が載勺1 、7ごし1るC

「；骨り j之し＇， l」とい弓原Eし1をもち7 それを参考にしながら遊びに取り組み始め

この許可手f;t な九なか築1J1で思うよ与に晴れず＼明ぺていたごと

ども同土が考えや号、いを出し合った場面である。

る活動》

園児F「どうやってもここ

G 「だって匂ここんとこ

、．、l川
uも

《自分でみつけた遊び》 6月 9日の子どもの姿

園児A 「ここ， トロトロー。」

園児B 「あっほんとだ。トロトロ！」

園！足A 「チョコレートみたい。」

T 「ほんとだーチョコレートがとけたみたい

園児B 「きもちいいね。」 T 「気持ちいいね。」

園児C 「ここはねちゃねちゃしちよる。そことはちがうね。」

T 「違うって何が違うの？」

園児B「ねちゃねちゃのところはやわらかくであったかいよ。」

園児B「なんでこっち（トロトロ）とこっち（ねちゃねちゃ）

はちがうのかなあ。J
「水いっぱいいれたけんねちゃねちゃになったんだわ。」

「じゃあヲもっと7J＜入れたらねちゃねちゃになるかなあ。」

「なるかもしれんよ。」「もっと入れてチョコレートだ。」

泥の感触を楽しみながら，子どもたちなりに場所によって泥の質の違いがあることに気づきヲその違

いについて友だちと一緒に考えていった。その結果9 泥に入れた水の量の遣いに気づきヲ実際に水を加

えながらヲ トロトロの感触を実現していった。その際，教師は子どもの気づきや考えに共感したりヲ子

どもの考えを引き出したりする言葉かけを行った。

このように，子どもの気づきが生まれていった理由としてラ次のようなことが考えられる。

0自分で感じたことを表し友だちが共感してくれたこともで安心しラ自分の考えに自信をもつこと

きたc

O教師が意図的に「何が違うの？」と園児Cの

いて気づくことができた。

.I) I：のように，近くで遊んでいる子どもたちがどんな泥ができたのか

も心考えそ引き出そうとサる言葉かけによっご，

り方を見つけていくことができた。 」 どこ

質の違いにつ

合いヲさらに教師が子ど

｛ゃそうなる理由に気づき．新しい

幻〉

わったり式Lくした

「トロトロになったよ lJ 

を引き出す言葉をかけたことで．

土。泥.7J<：の遊びlこ

いへ～

という府戸、をもち9

していっ

どもたちなりに固さにこ

ね。」

ごはどうしたらできるんだろう

したように，「もっとチョコレートをつくりたい」

わっていく中で、子どもたちは泥んこの気持ちよさ

そして9 6月初め頃からi尼だんご作りが盛んになり‘
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園児A

園児C

園児B



園児H 「でも，まえ，ほしゅのAちゃんがダンボールですべつ勺った子。J
T 「前滑れてたのに，なんで滑れないんだろうねo Fちゃんも削，段ホールで滑っていたけど，

どうやって滑れたんだろうね。」（教師はホヲイトボ下町こ築山の絵を書く o)

園児F「あのね，べったんこのとこをすべってね，つるつるし五三こにおしりつけたらすべれたよoJ
T 「べったんこのところってどこ？どうやって滑ったらいいの？」

園児H 「くさのょこんところすこしすべってたよo Fちゃん，よごれちょったもん。」

園児 I「そこにみずをながしたらいいじゃんo あのちいさいとこのやまにみすかけたらすべったよ。」

園児J 「あの，つくったチョコレートのっちつかったらすべれるかもしれんよoJ
T 「なんで，チョコレートのだったら滑れると思ったの？」

園児J 「だってねちゃねちゃのやつはやわらかいけん，つきやまとちがうもん。」

T 「築山の土とチョコレート工場の土，何が違うんだろっ・ 」
園児G 「みずがすくないもん。もっともっとみずがないとすべらんよo だってHちゃん，ねちよね

ちょのとこですべってたもん。」

園児F「じゃあ，チョコレートとみずがあればすべれるってことだわ。」

T 「築山を滑るためにはチョコレートをペタベタつけて，水をかけたらいいってことなんだね。

これで滑られるかなあ・・・」

園児H 「やってみんといけんわ。やってみんとわからんし。」

このように，子どもたちは過去の経験の中で見つけたことを生かし

て，自分たちの問題を解決しようとしていたO また，園児Hや園児G

のように，これまで友だちがしていた築山すべりの様子から見つけて

いたことを友だちのために表現し，自分のことのように考えようとす

る之ともできた。その考えと他の考えとを教師がつないでいく言葉を

投げかけていくことで，話し合いが深まり，問題を解決するきっかけ

を見つけ出すことができた。特に園児Gは，自分の考えを友だちが遊

びに取り入れてくれたことで，この話し合いの次の日には自ら築山す

べり台に取り組み，どのようにしたら滑るのかを考えながら，楽しく

滑る姿が見られた。ノ

「すべるの，たのしいな！ J 

4 成果と課題
会回の実践において，子どもたちは遊びの中でそれぞれにめあてをもち，追求していく経験を積み重

ねてし、くことができた。その過程においては子どもたちの遊びの様子や思いをとらえて，遊びの中でも

伝え合う場をもち，子ども自身に気づかせていくことも大切であった。また，教師が，それでよしとす

るのではなし楽しかったことを発表したり因ったことを伝え合ったりする場を学級全体で意図的に設

けていくことで，子どもたちは友だちの思いを知ったり，自分の経験とをつなげて考えたりしながら，

改めて，自分の思いを伝えることができた。このことは，教師が願っている遊びを広げるということに

とどまらず，新しい願いやさらなる追求を生み出すことにもつながっていったo

今回の実践では，少人数での学びが学級の他の子どもたちの学びにつながったり，より深まったりす

ることができたと考える。しかし，興味のある子は伝え合う場で積極的に話したり聞いたりして，自分

の考えを作ったり思いを膨らませたりすることができたが，中には興味がなしただ黙って聞いている

だけの子もいた。今後は，一人ひとりの発達や興味・関心の違いに応じて，どのような場の設定やはた

らきかけをすればよいのか，子どもの遊び、の姿を的確にとらえながら，伝え合いの場の構成について，

さらに研究を進めていきたい。
（文責名越絵美）

口む

幼児における体験のつながりと思考・表現のプロセスについての考察

1 幼児期の認知・思考の発達の特徴

ピアジェ（J,Piaget1968）の乳児期～幼児期の認知発達の研究によると，幼児期の子どもの認知・

思考の発達の特徴として以下のことが示されています。

2歳～ 4歳 「象徴的思考期」

0感覚運動的な経験やイメージをもとに予想したり考えたりする。

0身近な人物やその行動や言葉，物やできごとをイメージとして記憶し，それを心像

や表象として再生することによって思考したり行動したりすることができる。

4歳～ 7歳 「直観的思考期」

0概念が発達し，物事を分類したり関連づけたりして考えることができるようになる。

知的な発達は，質的に異なる段階を経て進む。したがって，幼児期と児童期では，子どもの思考や学

び方が異なっている。（参考・引用文献：「発達の論理を築く」村井潤一編発達 ミネノレヴァ書房）

以上の研究から，幼児期は体験や記憶によるイメージをもとにして考え，ものやことを理解していく

と考えられます。このことについて，以下の記録をもとにして具体的に考察してみます。

2 「学級で共有する話し合い」の場面の記録から

7月15日，年長児ほし組
子ども 「今日ね，築山滑り台が大成功した！ ! J 
教 師 「ねー，今日はほんとに大成功だったが。今までと違ったんだよねー」
子どもA 「つるつるだった」 B 「スケート場みたいになったよ！」
教 師 「ずーっと前から滑りたいと思ってたのが，やっと今日滑れたんだよね。先生もすっごく嬉しかったあ。けど・

どうして今日は大成功したんだろう？」
子どもC「先生，雨が降った後だったけんだよ。JD「雨の後はぬれちよるがあ」
教 師 「ほんと，確かにぬれちょった。でも・・・それだけで今日は大成功したんだーかあ？」

子ども 少し考える。（記録中略）
子ども E「あんねー，草だよ」「草はつるつるしてるんだよ。だから滑るんだよ」
教師 「なるほど一。草はどんな風になっちょった？」
子どもF「あ・・こんな風になってた！」（自分の腕を使って，地面に倒れていた様子を表わす）
（記録中略一教師は，子どもが表現する言葉を紙に書いたり，身体による表現を真似したりして表す。）
教師 「なるほどお！・・草がないと？」
子ども 「ざらざらして滑らない！！」
子ども 「あ！分かった！ J「そういうことかあ～」「だけん滑れたんだー」
子どもたちは，なぜ滑ることができたのか，その理由が分かり，とてもすがすがしい表情であった。

（提供．島根大学附属幼稚園教諭芦村こころ〕

3 「あ！分かった。そういうことかあj一子どもの納得と理解を生み出したもの

この記録は， 6月中旬以降子どもたちが「築山で滑りたい」という願いを約 1カ月の間持ち続け，あ

れこれと試行錯誤しながら実現しようとしてようやく成功し，「成功したわけ」を共に考え話し合った

記録です。試行錯誤した遊びの過程での，一つ一つの体験が，話し合いの時間と「場jの中で共有する

思考の課題（なぜ滑れたのか？）の中でつながり，教師の発言（働きかけ）と子どもの発言が相互に作

用し合う中で「滑れたわけ」＝「築山が滑れるようになる条件jを見つけ出しています。一人一人が体

験をもとにして考えたことを，他者に向かつて伝えようとする「言葉」と「発言」や「身体で表現する」

行為は，子どもにとって他者とコミュニケーションをとりながら自分の考えを確かにするための創造的

な表現であり，新しい捉え方や考え方を生み出す能力につながるものです。また，友だちと共有してき

た体験のプロセスは，新しい遊びを創造するプロセスにつながります。

幼児期には，試行錯誤を含めたたくさんの体験が関連づけられ，思考と表現によって整理されたとき

にこそ，はじめて本当の納得と理解（学び）が生まれてくるということができます。

（共同研究者：島根大学教育学部人間生活環境教育講座野津道代）
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